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愚容年審完成関ざし

町
内
で
も
っ
と
も
大
き
い
規
模
を
誇

る
長
浜
小
学
校
校
舎
の
改
築
計
画
は
、

こ
の
三
月
二
十
二
日
に
長
浜
町
議
会
で

承
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
あ
と
文
部

省
の
認
定
や
財
政
措
置
、
請
負
契
約
の

承
認
な
ど
が
予
定
通
り
順
調
に
進
み
完

了
す
れ
ば
、
こ
の
七
月
に
は
着
工
で
き

る
見
通
し
と
な
り
、
五
十
四
年
度
と
五

十
五
年
度
の
二
年
間
で
完
成
を
目
ざ
し

ま
す
。新

校
舎
は
、
建
築
面
積
三
、
七
一
四
平

方
灯
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
四
階

建
て
、
約
五
億
二
千
五
百
万
円
の
巨
費

を
投
じ
て
建
築
す
る
計
画
で
、
階
別
の

内
容
を
見
て
み
ま
す
と
:

一
階
に
校
長
室
、
職
員
室
、
保
健
室
、

会
議
室
、
教
育
相
談
室
、
当
直
室
な

と。
二
階
に
普
通
教
室
六
、
情
報
管
理
室
、

放
送
室
ー
な
ど
。

三
階
に
普
通
教
室
六
、
図
書
室
、
書

庫
、
生
徒
会
室
ー
な
ど
。

四
階
に
理
科
室
二
、
音
楽
室
二
、
家
庭
室
二
(
被
服
、

料
理
各
一
)
図
工
室
、
屋
外
教
室
二
ー
な
ど
。

同
校
の
改
築
計
画
は
、
施
設
機
能
水
準
の
低
下
と
老
朽

へ
の
対
策
と
し
て
昭
和
四
十
九
年
八
月
に
長
浜
町
過
疎
地

域
振
興
計
画
事
業
と
し
て
取
り
上
げ
本
格
化
し
ま
し
た
が
、

P
T
A
や
議
会
な
ど
の
熱
心
な
取
り
組
み
に
支
え
ら
れ
て
、

五
十
年
十
一
月
に
校
地
取
得
と
い
う
最
大
の
難
題
が
解
決

し
て
計
画
は
一
気
に
進
展
、
五
十
三
年
に
は
長
小
総
合
整

備
プ
ロ
ジ
ュ
ク
ト
も
発
足
、
計
画
に
当
っ
て
は
特
別
に
西

国
代
議
士
の
指
導
を
仰
い
で
こ
こ
に
至
っ
た
わ
け
で
す
。

統
合
中
学
に
次
ぐ
こ
の
大
事
業
、
私
た
ち
み
ん
な
の
理

解
と
協
力
で
み
ご
と
に
完
成
さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ふ
M

な
お
、
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
工
事
期
間
中
の
問
題

点
へ
の
対
処
に
つ
い
て
は
、
着
工
期
が
近
づ
い
た
折
に
再

び
本
紙
上
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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昭
和
五
十
四
年
度
を
迎
え
て
、
二
宮
町
長
は
三
月
十
五
日
の
長
浜
町
議
会
第
一
固

定
例
会
で
「
施
政
方
針
」
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
新

年
度
の
長
浜
町
行
政
の
あ
り
方
を
ご
判
断
く
だ
さ
い
。

五
十
四
年
度
施
政
方
針
要
旨

lま

じ

め

町
長
就
任
い
ら
い
約
六
か
月
。
行
政

の
実
質
的
な
第
一
歩
と
し
て
当
初
予
算

の
編
成
と
い
う
重
要
課
題
と
取
り
組
み
、

先
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
町
政
運
営
の
基

内
外
情
勢
の
屡
望

国
は
昨
年
か
ら
引
き
続
き
、
財
政
主
導

に
よ
る
景
気
浮
揚
策
を
公
共
事
業
の
推

進
と
内
需
拡
大
に
指
向
し
、
総
体
的
に

は
曙
光
(
し
ょ
|
)
を
見
い
だ
さ
れ
る

が
、
業
種
間
あ
る
い
は
地
域
聞
に
格
差

が
生
じ
減
速
減
量
経
常
を
よ
ぎ
な
く
さ

本
理
念
と
し
て
掲
げ
た
①
地
方
自
治
の

原
理
原
則
に
徹
し
た
行
政
の
運
営
②
新

し
い
流
通
基
地
を
軸
と
し
た
総
合
開
発

の
推
進
⑨
民
意
を
反
映
し
た
施
策
の
遂

行
|
の
三
点
を
基
調
と
し
、
責
任
の
重

大
さ
と
不
安
を
交
え
な
が
ら
も
有
言
実

行
を
心
に
銘
ビ
、
不
屈
の
精
神
を
も
っ

て
当
面
の
施
策
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
一
一
雇
用
不
安

を
は
じ
め
、
こ
の
ほ
か
二
百
海
里
、
イ

ラ
ン
内
紛
に
よ
る
石
油
供
給
の
不
安
定
、

米
国
と
の
経
済
不
均
衡
是
正
、
そ
れ
に

最
近
発
生
し
た
中
越
紛
争
の
問
題
等
々

視
界
ゼ
ロ
の
現
況
で
あ
り
、
一
方
に
お

い
て
は
米
、
み
か
ん
、
造
船
、
造
機
、

繊
維
産
業
な
ど
の
設
備
、
生
産
、
過
剰

問
題
に
対
す
る
措
置
が
数
年
前
か
ら
と

ら
れ
つ
つ
も
依
然
と
し
て
体
質
構
造
の

境
下
に
お
い
て
、
我

々
は
過
去
の
高
度
成

長
時
代
の
華
や
か
さ

を
捨
て
、
今
後
必
ず

直
面
す
る
で
あ
ろ
う

厳
し
さ
に
対
処
す
る

た
め
、
自
律
自
戒
を

強
く
希
求
す
る
も
の

で
あ
る
。

町
内
の
動
向
に
つ

い
て
は
、
国
の
不
況

対
策
事
業
の
実
施
下
に
お
い
て
も
町
内

経
済
は
依
然
と
し
て
低
迷
を
続
け
誘
致

企
業
、
地
場
産
業
と
も
ど
も
経
営
改
善

に
鋭
意
努
力
中
で
あ
る
が
、
現
状
維
持

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
さ
い
わ
い
に
し

て
こ
こ
数
年
、
大
き
な
天
災
地
変
の
災

害
に
接
し
て
い
な
い
こ
と
が
せ
め
て
の

天
恵
と
受
け
と
め
て
い
る
。

改
善
転
換
と
い
う
難
問
課
題
を
背
負
っ

て
い
る
。

財
政
面
で
は
、
国
も
不
況
対
策
と
は

い
え
過
大
な
国
債
を
発
行
し
、
景
気
同

復
に
必
死
の
努
力
を
傾
け
て
い
る
が
、

私
た
ち
の
地
方
自
治
体
も
国
の
方
針
に

そ
っ
て
公
共
事
業
の
消
化
、
住
民
福
祉

対
策
な
ど
の
施
行
に
よ
り
起
債
と
い
う

借
金
が
増
加
、
こ
れ
ら
の
借
金
の
元
利

償
還
を
将
来
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
。
現
在
の

税
制
下
で
は
収
入
に
も
限
り
が
あ
る
た

め
新
規
の
噌
税
を
国
民
に
求
め
、
借
金

財
政
か
ら
の
離
脱
と
償
還
令
の
財
源
に

す
る
気
運
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
、
経
済
構
造
の
環

施政方針を述べる二宮町長

町
政
運
営
の
基
本
理
念

は
じ
め
に
申
し
あ
げ
た
個
人
的
理
念

の
も
と
に
、
す
で
に
昭
和
四
十
七
年
町

議
会
で
議
決
さ
れ
た
長
浜
町
振
興
計
画

基
本
構
想
の
マ
楽
し
く
住
み
よ
い
町
守
つ

く
り
マ
豊
か
で
働
き
が
い
の
あ
る
町
、
、
つ

く
り
マ
美
し
い
人
情
と
文
化
の
町
ず
つ
く

り
を
公
的
理
念
と
し
て
、
そ
の
実
現

を
目
ざ
し
、
た
ゆ
ま
な
い
施
策
の
展
開

と
前
進
の
努
力
を
続
け
た
い
。

重

施

策

点

町
内
外
情
勢
を
的
格
に
と
ら
え
、
町
政

の
基
本
理
念
の
も
と
に
地
域
住
民
各
位

の
世
論
を
踏
ま
え
、
不
安
感
に
動
ず
る

こ
と
な
く
、
当
面
次
の
五
つ
の
施
策
を

行
っ
て
そ
の
効
率
を
高
め
、
全
町
的
な

福
利
の
増
進
に
努
め
る
。

景
気
浮
揚
策
と
し
て

の
公
共
事
業
の
拡
大

国
が
前
年
に
引
き
続
き
最
重
点
施
策

と
し
実
施
中
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
計
画
と
行
政
運
営
の
指
導
方
針

と
し
て
公
共
事
業
の
完
全
施
工
、
経
常

的
経
費
と
い
わ
れ
る
一
般
事
務
費
、
各

種
人
件
費
、
施
設
運
営
管
理
費
な
ど
の

経
費
節
約
、
合
理
化
、
経
費
の
効
率
的
、

重
点
的
配
分
を
柱
と
し
て
示
し
て
わ
り
、

自
主
財
源
に
極
め
て
乏
し
い
本
町
は
園
、

県
の
施
策
を
受
け
て
こ
れ
に
対
処
す
る

こ
と
と
し
、
当
初
予
算
の
全
国
の
地
方

財
政
計
画
の
う
ち
の
建
設
事
業
費
の
伸

び
率
二
O
%
に
対
し
二
四
%
の
伸
び
と

な
る
額
九
億
四
千
万
円
を
計
上
、
最
終

的
に
は
特
別
会
計
を
含
め
約
十
二
億
円

の
規
模
と
な
る
よ
う
目
標
を
設
定
し
つ

つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
建
設
事
業
の
推
進



-3ー

璽冨露軍居留醤丞

に
際
し
で
は
可
能
な
限
り
町
内
所
得
の

増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
配
慮
し
た
い
。

翠璽覇軍E

新
総
合
開
発
計

画
の
推
進

園園田昭和田年産施政方針要皆

昨
年
一
月
町
議
会
の
特
別
議
決
を
受

け
、
こ
れ
を
も
と
に
地
元
の
西
国
代
議

士
の
格
別
の
指
導
援
助
に
よ
っ
て
県
と

合
同
の
軌
道
に
乗
せ
ら
れ
、
計
画
固
め

が
行
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
第
一
次

の
臨
海
工
業
開
発
に
比
べ
る
と
経
済
情

勢
が
異
な
り
、
視
界
ゼ
ロ
の
底
に
あ
る
こ

と
に
加
え
土
地
利
用
、
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
、
財
政
事
情
な
ど
の
問
題
が
前
面

に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
難
問
を
逐
次
解
決

す
る
た
め
に
は
住
民
の
深
い
理
解
と
協

力
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
つ
つ
町

議
会
、
各
種
団
体
の
支
援
協
力
体
制
、

田
県
、
誘
致
企
業
の
協
力
確
保
な
ど
が
前

提
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
重
大
な
も
の

は
一
朝
一
石
で
実
現
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
困
難
を
避
け
て
通
り
放
置

し
て
は
本
町
将
来
の
繁
栄
は
望
め
ず
、

永
遠
の
幸
福
亨
受
の
放
棄
に
通
ず
る
た

め
、
敢
然
と
し
て
目
的
実
現
へ
ま
い
進
し

た
い
。
そ
こ
で
、
本
年
度
は
長
浜
港
の

第
六
次
整
備
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
流
通
生

産
関
係
企
業
な
ど
の
調
査
、
緑
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
、
そ
の
他
関
連
の
も
ろ
も

ろ
の
調
査
研
究
に
取
り
組
む
た
め
、
必

要
な
費
用
を
効
率
的
に
使
用
す
る
。

住
民
の
生
活
福
祉

施
策
の
充
実
向
上

璽彊

地
方
自
治
法
の
本
旨
で
あ
り
原
理
原

別
で
あ
る
こ
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
国

は
田
園
都
市
建
設
、
家
庭
生
活
の
充
実
、

県
に
お
い
て
は
第
三
の
生
活
福
祉
県
政

な
ど
を
も
っ
て
表
し
て
お
り
、
本
町
は

生
活
環
境
施
設
の
整
備
と
い
う
と
ら
え

方
で
対
処
す
る
。

過
去
の
高
度
成
長
時
代
の
利
益
追
求

型
の
社
会
構
造
か
ら
地
域
連
帯
社
会
へ
、

す
な
わ
ち
人
と
人
の
意
志
の
疎
通
、
協

調
の
向
上
を
目
ざ
す
も
の
で
、
心
の
問

題
は
社
会
教
育
で
、
施
設
整
備
部
門
で

は
集
会
所
、
地
区
道
路
、
上
下
水
道
、

公
園
、
有
線
放
送
な
ど
の
拡
充
を
行
い
、

古
来
か
ら
の
美
風
の
人
情
の
あ
る
町
守
つ

く
り
へ
着
実
に
一
歩
ず
つ
前
進
し
た
い
。

教
育
文
化
施
設
の
整

備
と
内
容
の
向
上

教
育
は
人
間
だ
け
に
当
て
ら
れ
た
未

来
永
遠
に
必
要
か
つ
崇
高
な
営
み
で
あ

り
、
時
代
の
変
せ
ん
に
と
も
な
い
そ
の

手
段
方
法
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
戦
後

の
六
・
三
・
三
制
実
施
後
三
十
有
余
年

の
今
日
、
い
く
つ
か
の
改
正
の
問
題
が

論
議
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
施
設
の
整
備
に

お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
方
針
に
そ

っ
て
日
進
月
歩
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
応
す
る
た
め
町

内
の
小
中
学
校
、
体
育
文
化
な
ど
の
施

設
の
拡
充
は
常
に
配
慮
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
、
本
年
は
特
に
老
朽
化
が
み
ら
れ

る
長
浜
小
学
校
の
改
築
を
二
か
年
計

画
で
手
が
け
る
ほ
か
、
プ
ー
ル
な
ど
体

育
施
設
の
整
備
も
考
慮
し
た
い
。

地
場
産
業
振
興
の
た

め
の
重
点
的
効
率
的

施
策
の
展
開

農
林
漁
業
、
商
工
業
な
ど
の
産
業
は
、

世
界
的
な
経
済
の
低
迷
と
い
う
環
境
下

に
お
い
て
、
振
興
の
手
段
方
法
は
極
め

て
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
る
。
本
町
は

地
理
、
地
形
、
歴
史
的
条
件
下
に
わ
い

て
零
細
、
多
角
経
営
と
い
う
宿
命
を
負

っ
て
、
国
内
の
先
進
地
に
み
ら
れ
る

規
模
構
造
ヘ
脱
皮
す
る
こ
と
は
困
難
の

き
わ
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
限
定
さ
れ
た

諸
条
件
下
の
産
業
立
地
を
考
え
る
と
き
、

一
般
論
と
し
て
産
業
基
盤
の
整
備
、
生

産
技
術
の
向
上
、
経
営
の
合
理
適
正
化
、

近
代
化
、
流
通
機
構
の
改
善
、
消
費
動

向
の
は
握
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
に

よ
り
分
担
業
務
が
分
か
れ
、
ど
れ
か
の

機
能
を
有
す
る
団
体
が
総
合
調
整
の
役

割
を
分
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
効

果
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
。
具
体
的

に
は
、
行
政
で
扱
う
も
の
は
公
共
性
の

強
い
基
盤
整
備
、
生
産
技
術
。
経
営
関

係
は
生
産
者
団
体
、
流
通
。
消
費
動
向

の
は
握
改
善
は
団
体
な
ど
で
あ
り
、
現

在
の
よ
う
な
明
る
い
見
通
し
が
乏
し

い
時
代
に
暗
中
模
索
を
続
け
て
い
る
が
、

こ
の
時
代
こ
そ
住
民
の
英
知
の
結
集
が

必
要
で
、
各
界
か
ら
与
え
ら
れ
た
メ
ニ

ュ
ー
を
重
点
的
に
選
択
し
、
誤
り
は
な

い
か
、
実
施
に
際
し
て
の
問
題
点
を
提

起
勘
案
し
な
が
ら
、
本
年
度
は
景
気
浮

揚
の
公
共
事
業
拡
大
の
方
針
に
沿
っ
た

基
盤
整
備
事
業
で
あ
る
町
、
農
林
道
、

漁
港
、
魚
礁
な
ど
の
事
業
を
農
林
漁
業

の
振
興
策
と
し
て
み
か
ん
の
減
反
対
策
、

松
喰
虫
被
害
あ
と
地
対
策
、
稚
魚
稚
貝

放
流
を
。
商
業
に
つ
い
て
は
広
告
塔
、

休
息
ベ
ン
チ
、
街
路
灯
の
設
置
な
ど
で
、

今
後
振
興
策
と
な
る
具
体
的
な
も
の
が

見
い
出
さ
れ
た
と
き
は
刺
激
と
活
力
を

与
え
る
意
味
で
真
剣
に
取
り
組
み
た
い
。

む

び

す

以
上
施
策
方
針
の
要
旨
を
述
べ
た
が
、

諸
々
の
事
業
の
遂
行
に
つ
い
て
の
職
員

体
制
は
適
材
適
所
に
配
置
し
、
職
員
個

々
に
内
蔵
し
て
い
る
能
力
の
引
き
出
し

を
。
財
政
対
策
と
し
て
は
職
員
不
補
充
、

課
の
統
合
、
係
の
再
編
、
可
能
な
事
務

の
外
注
な
ど
事
務
経
費
、
人
件
費
の
節

減
を
は
か
る
と
と
も
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
の
一
環
と
し
て
窓
口
の
改
善
を

実
施
す
る
。
以
上
の
財
政
処
置
は
新
総

合
開
発
事
業
開
始
に
当
つ
て
の
財
源
蓄

積
を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む
姿
勢

の
一
端
で
あ
り
、
環
境
の
確
保
を
図
る

た
め
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
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商工開発は 1階に課のイ立置
一部変更

2
階

事

務

室

惨役場庁舎改修状況とこれにともなう課(室)の新配置図婿

(※は改11萎を行ったか戸庁)

農林水産課

分室

課

農林水産課

言生建

※ 

総

務

課

文
書
広
報
課

商
工
開
発
課

古
い
構
造
、
老
朽
な
ど
で
来
庁
さ
れ

る
皆
さ
ん
に
た
い
へ
ん
不
便
を
か
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
こ
の
二
月
下

旬
か
ら
三
月
下
旬
に
か
け
て
役
場
庁
舎

の
一
部
を
改
修
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
に
と
も
な
い
課
の
位
置
も
一
部
変
更

し
ま
し
た
。

お
も
な
改
修
内
容
は
①
こ
れ
ま
で
総

務
課
と
文
書
広
報
課
を
配
置
し
て
い
た

西
側
の
別
む
ね
庁
舎
と
本
庁
舎
の
一
部

と
を
通
し
に
し
た
②
カ
ウ
ン
タ
ー
か
所

を
多
く
し
た
③
事
務
所
の
床
面
と
ロ
ピ

-

階

事

務

室

住

民

課※ 

衛

生

課

ー
の
床
面
の
高
さ
を
同
じ
に
し
た
④
別

む
ね
だ
っ
た
分
の
面
積
を
広
く
し
た
⑤

③
に
と
も
な
い
正
面
玄
関
を
改
造
⑥
窓

を
全
部
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
に
改
め
た
⑦
ト

イ
レ
を
水
洗
式
に
改
め
た
ー
な
ど
で
、

事
務
所
内
の
オ
ー
プ
ン
化
、
彩
光
、
衛

生
上
な
ど
を
重
点
に
改
修
し
ま
し
た
。

A
7
の
役
場
庁
舎
は
昭
和
十
年
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
当
時
の
町
職
員
は
約
二

十
人
、
と
こ
ろ
が
現
在
の
職
員
数
は
昭

和
三
十
年
の
町
村
合
併
、
そ
の
後
の
行

政
事
務
の
多
様
化
に
と
も
な
っ
て
二

支給されません。( i 
~~/ー~ー"' --

1 福一一一世一一杢一一一当 該当すると思われる方で、この子 付加保険料 I~日凶内-
当を受けていない方は、役場住民課 ))~〈〈J |行可沼田3.11 ~ 

5 精神または身体に障害があるため、 福祉係へ。 よゆい年金持 ! ωL9f I 
けたい方のための | 捗 i 主

; 家庭での日常生活に常に付き添いが -

f 必要な方(重度障害者)本人に支給 心身障害者扶養保険制度 国民年金の保険料には①定額保険 { 

されます。医師の診断書も必要です。 ーー一一一一一一 一ーーー一一一ーー 料の 3，300円と②定額に付加保険料 号

; 月額=6，250円 保護者がいなくなった後の心身障 の羽O円を合わせた3，700円とがあり

害者の生活の安定を図るためのもの ます。 号

; 特別児童扶養手当 で、生命保険を利用して、保護者が ②は、年金を少しでもたくさん受
けたいという方のためのもので老齢 三

死亡した後に残された心身障害者に
年金あるいは通算老齢年金は 1年に

号 精神または身体に重い障害がある 対し、月額 2万円(年額24万円)の
2，400円多く受けられ、死亡一時金 三

児童 (20歳未満)を家庭で養育して 年金を支給するものです。 き

。 では、たとえば保険料を 3年以上納
事 いる方に支給されます。 この制度に加入できる保護者は45

めている方の場合であれば 8，500円 三
i 重度者・月額一24，800円 歳までの方で、毎月定められた掛け 多く受けられます。

1 中度者・月額一民500円 金を負担することになっています O この付加保険料は免除者以外の方 i 
i 福祉手当、特別児童扶養手当とも bご希望の方は役場住民課福祉係 ならどなたでも納められます。

そ 所得制限があるほか、他の制度によ へ o ~ご希望の方は役場住民課年金係 主

i る障害年金などを受けている方には へ O
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百
余
人
に
ふ
え
、
事
務
所
は

H

す
し

詰
め
々
の
状
態
で
あ
る
ほ
か
、
建
物
の

構
造
自
体
も
四
十
三
年
前
の
も
の
で
あ

る
た
め
、
今
日
の
行
政
事
務
を
行
う
に

は
不
都
合
が
多
く
、
し
か
も
老
朽
化
に

よ
る
支
障
な
ど
も
あ
っ
て
、
来
庁
さ
れ

る
皆
さ
ん
に
も
き
ま
ざ
ま
な
面
で
不
便

と
迷
惑
を
か
け
で
お
り
、
ミ
れ
ま
で
に

も
多
く
の
方
々
か
ら
新
庁
舎
の
建
設
を

望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
町
で
は
、
そ
の
財
政
k
の

対
策
と
し
て
基
金
の
積
立
て
な
ど
も
行

っ
て
、
で
き
る
限
り

V
く
新
庁
舎
の
建

設
を
実
現
さ
せ
た
い
考
え
で
取
り
組
ん

で
き
て
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば
長
浜
小

塞五ζご』らせ園画監幽玄し歪窓竺予号

，4円 l日から町長が行うことになった許認可事務

言果

Z果手話

当

今

// 

イシ

'" 

:tE!ム

総

私l名び〉務事

仲
で

J舌

J 階まが しな のきず、ら庁が学
たにで、、新まいとでいのな舎た

空tF52h主主zt存薬ぶ霊日三
課白 γ く酉e 0 事で改をと況はば改
がふお移置 務、修改しに後な築

関zTZU竺予言EF25 
，~向商;主の f立庁千るめたにい の
ーら工の図 霞舎ここでめしこよ

凡さ ι 弓附 E 陪 で開での を己主百と不、なと
・墓地火葬場引経営許可ー ー ・ ………|待，[生_~*Iの右発は通 _' I1多万に都とけ もに

・動物の飼以は収容の許可・・ JFザ君主|必端三宅、り 都に円し合りれ多当1戸こは:衛主謀 If~ に 35 こで 変と。たのあばく而
| 一一 l課あ→れす 更 も も大えな、急、

@主要食糧小売販売業者の登録・・…ー・…・一一一・ーー…・…・・|住 民 課 E

。米穀とう精業者の登録"

@米飯提供業者の登録

@米穀移動の許可・・・，，'

・土地改良事業の開始(変更、廃止)の認可

(公共団体、土地改良区施行分を除く)

・キジ類及びヤマド 1)の販売許日i

-鳥獣飼養の許可・・…....

@鳥獣捕獲及び有害鳥獣駆除の許可ー・

@愛媛県木材業者及び製材業者の登録…・・…一

・保安林内の立木伐探許可 ， ， " I 
.保安林内の作業許可・・・・・

・伐採の許可を必妥としない立木の伐採届出の受理"

'立木の伐採届出書の受理'"

@伐採計画の変更命令等

// 

商工開発課

* 言果

イシ

タ，

道

イ〉

環

f費

係

I笥

イ〉

イン

保
健
関
係

内
に
あ
っ
た
凶
士
調
査
係
が
農
林
水
産

課
に
配
置
替
え
き
れ
た
た
め
二
階
の
一
冗

の
商
工
開
発
課
跡
に
移
っ
た
ー
な
ど
で
す
。

未
庁
さ
れ
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
職
員
に
わ
気
軽
に
わ
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

こ
の
四
月
一

H
か
ら

市
町
付
長
に
移
さ
れ

る
こ
と
に
念
り
ま
し

た。
こ
れ
は
白
石
知
事

の
提
唱
す
る
「
地
域

主
義
L

の
政
策
、
い
わ
ゆ
る
地
万
自
治

体
の
権
限
強
化
の
一
端
が
実
現
に
移
さ

れ
た
も
の
で
、
市
町
村
長
ヘ
の
事
務
権

限
の
委
譲
は
今
後
も
さ
ら
に
ふ
や
さ
れ

て
ゆ
く
見
通
し
で
す
。
四
月
一
日
か
ら

の
権
限

@危険物製造所等の設置(変更)許可・.

@火薬類の譲渡、譲受の許可・・

・火薬類消費の許可・…

・液化石油ガスの販売事業の許可ーー

。液化石油方、ス事業者の指定一.

。液化石油ガス設備工事の届出受理…・

@高圧力、、ス販売事業の許可・・・…・・…

・家庭用品品針表示法に基づく表示監視・

・消費生活用製品安全法に基づく表示監視ー・…

.電気用品販売事業所の立入検査

@専用水道布設工事の確認等一…

@筒易専用水道の定期の検査・・…・・

・給水人口50人以上 100人以下の水道施設工事の維認一-

多
数
が
市
町
村
長
に

私
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
に
応
じ

て
受
け
る
公
的
な
詩
司
や
認
可
な
ど
の

中
に
は
県
知
事
の
権
問
限
に
よ
る
も
の
が

大
多
数
を
市
め
で
い
ま
す
が
、
こ
の
知

事
に
よ
る
許
認
可
の
権
限
の
多
く
が
、

イシ

農林水産課

。

イシ

'" 

// 

イシ

イン

// 

。
イシ

f* 

農

* 
産

関

イ系

。

4月から
今

土 I.屋外広告物の指出許可…・・

木 I.屋外広告物の除却命令及び制]等

i .屋外広告業の同出受理・・・…・ i 
I勾|

1 .路外駐車場の設置届出受煙等… | 

@土地区画整理法に基づく建築行為等の制限 ! 

課三会凡
ロヨζ

。
イシ

イシ

建

長
浜
町
長
が
許
川
町
や
認
可
す
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
、
む
よ
び
、
こ
の
事
務
を

取
り
扱
う
諜
は
左
上
表
の
通
り
で
す
。完成した11棟住宅

ラ，

一
む
ね

8
戸
が
完
成

入
居
申
し
込
み
は

2
倍

沖
浦
の
小
浦
同
地
に
さ
ら
に
公
営
住

宅
-
む
ね
八
戸
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、
町

で
は
回
覧
文
書
や
有
線
放
送
で
こ
の
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
て
、
二
月
二
十
二
日

か
ら
三
月
十
二
日
ま
で
入
居
希
望
者
を

募
集
し
ま
し
た
c

そ
の
結
果
十
七
世
帯

か
ら
応
募
が
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
住
宅
の

必
要
性
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
ど
完
成
し
た
の
は
十
一
棟
日
で
、

総
工
費
五
千
三
百
十
七
万
-
一
千
円
。
構

造
は
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で

す
が
二
戸
の
面
積
が
約
二
平
方

M
広
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
小
浦
団
地
に

は
百
三
十
四
戸
が
で
き
上
が
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
十
一
棟
自
の
建
設
と
合
わ

せ
て
百
八
十
五
万
円
を
か
け
て
問
地
周

辺
に
緑
化
の
た
め
の
植
樹
を
行
い
、

サ
ツ
キ
や
サ
ン
コ
シ
ユ
な
ど
の
町
の
花

木
を
植
え
ま
し
た
。

イ系
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ポJレ

「
ま
と
ま
っ
た
町
」

「
フ
グ
大
野
幸

泊
っ
て
ゆ
書
た
い
」

三
月
四
日
、
商
庖
連
盟
主
催
の

H

八

代
亜
紀
シ
ョ
l
u
。
昼
の
部
は
二
時
開

演
な
が
ら
、
早
く
は
朝
七
時
半
ご
ろ
か

ら
会
場
(
長
高
体
育
館
)
入
口
付
近
に

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

範
一
点
も
鐘
闘

「
大
舎
は
大
成
功
」

陣
取
る
人
も
見

冶

ら

れ

、

入

場

開

机

始

前

に

は

長

い

本

長

い

行

列

。

昼

出

夜

合

わ

せ

て

観

明
紀
客
は
三
千
五
百

面
唖
二
十
八
人
を
数

出
川
え
た
。

客
う
と
こ
ろ
で
、

観
歌

長
浜
町
有
線
放

送
で
は
恒
例
に
よ
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

長
浜
入
り
の
感
想
た
る
や
次
の
通
り
。

「
偶
然
に
き
ょ
う
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
ぶ
つ
か
り
、
す
ご
く
高
齢
の
方
も
走

っ
て
ら
し
て
、
と
て
も
ま
と
ま
っ
た
町

の
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
L

「
こ
こ
は
フ
グ
が
た
く
さ
ん
と
れ
る

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
:
・
、
あ
の
ー
、

大
好
き
な
ん
で
す
よ

H

フ
グ
さ
し
H

が。

だ
か
ら
泊
っ
て
ゆ
き
た
い
ん
で
す
け
ど

も
、
残
念
な
が
ら
:
己

バツ

6駄

目

口

口

口

口

口

口

口

口

長高グランドをいっせいにスター卜する 1区間走者

快
晴
の
三
月
四
日
。
私
た
ち
の
町
で

は
初
め
て
、
県
下
の
駅
伝
で
は
最
大
の

「
県
ク
ラ
ブ
駅
伝
し
が
開
催
さ
れ
、
四

十
五
チ
l
ム
が
参
加
。
長
浜
高
校
グ
ラ

ド
を
発
着
点
に
白
滝
、
沖
浦
、
昭
和
サ

ボ
ア
折
り
返
し
七
区
間
、
四
二
回
一
九

五
キ
ロ
の
コ

l
ス
を
競
っ
た
。

当
町
か
ら
は
体
協
二
チ
l
ム
が
参
加
、

三
位
め
ざ
し
て
健
闘
し
た

A
は
惜
し
く

も
一
部
の
十
一
チ

1
ム
中
五
位
に
、

B

は
十
八
チ
l
ム
中
九
位
に
留
っ
た
。

と
こ
ろ
で
B
チ
l
ム
に
は
大
会
の
紅

一
点
と
し
て
今
坊
の
登
尾
治
美
さ
ん

(
二
二
、
が
出
場
し
話
題
を
ま
い
た
。
五

区
三
千

M
を
走
っ
た
が
、
い
っ
し
ょ
に

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
選
手
を
離
し
、
途

中
で
一
人
を
抜
き
、
自
己
目
標
だ
っ
た

十
二
分
台
を
も
は
た
し
て
区
間
を
十
三

位
で
完
走
、
盛
ん
な
拍
手
を
あ
び
て
い

た。
池
内
大
会
長
は
「
長
浜
町
の
皆
さ
ん

の
行
き
届
い
た
対
応
で
大
会
は
大
成
功

だ
っ
た
し
と
話
し
て
い
た
。

新大橋中央の地点を
走る登尾さん 早くから開演を待つ皆さん

町内小学校の54年度入学状況および児童総数

新人児童生徒数 全児童
学校別

総数(前年比) 生徒総数男 女

長 浜 87 (十 8) 43 44 524 

喜多灘 16 (+ 6 ) 8 8 72 

櫛 生 13 (-6 ) 4 9 98 

出海 12 (+ 3 ) 6 6 69 

大和 21 (ー 7) 10 11 119 

豊 茂 7 (+ 1) 3 4 62 

白 j竜 12 (-8 ) 5 7 88 

戒川 3 (十 1) 1 2 18 

IオH--:て 9 (十 3) 4 5 43 

合 計 180 (十 1) 84 96 

こ
の
春
、

町
内
の
九
小

学
校
に
入
学

す
る
児
童
総

数
は
、
三
月

一
日
現
在
の

ま
と
め
に
よ

る
と
前
年
度

よ
り
一
人
多

い
百
八
十
人

で
、
男
子
が

四
人
少
い
八

十
四
人
、
女

子
が
五
人
多

い
九
十
六
人
の
見
込
み
で
す
。

学
校
別
で
は
右
表
の
通
り
で
、
小
学

校
で
は
最
も
ふ
え
た
と
こ
ろ
が
長
浜
の

八
人
、
最
も
減
っ
た
と
こ
ろ
が
白
滝
の

八
人
。こ

の
新
入
学
児
と
卒
業
生
の
入
れ
替

わ
り
に
と
も
な
う
五
十
四
年
度
の
小
学

校
児
童
総
数
は
千
九
十
三
人
で
、
前
年

度
よ
り
三
十
七
人
多
く
な
る
見
通
し
で

す。
固困層圏盟因盟国

長浜、喜多灘で増加

白滝、大和、櫛生で減少

町内中学校の54年度入学状況および生徒総数

浜 I130 (一同 l 

海 I15 (+ 8) 

145 (-45) 

こ
の
児
童
た
ち
が
元
気
で
安
全
に
明

る
く
通
学
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
、
皆

さ
ん
の
温
か
い
は
ぐ
く
み
を
新
年
度
も

お
願
い
し
ま
す
。

ま空25Zこ 1与量 144%の方が加入「
2SZエヰ皇学三官| 21人に見舞金 | 
す合加二額済 い十一 53年度市町村交通災害共済
ょに入百ではま一日
う 備で五一ーす人か入約九のど大在済の
おえき十般年。のらさ四人合も人での市五
す でま円がご 方五れ四(計千固ま実町十
す ぜすで六と が十て%町五四千と績村三
めひ。、百に 見 四 お ) 内 千 百 固 め を交年
し加あ年円更 舞年りの総八五百て二通度
ま 入な度、新 金二、方人百十人み月災長
す した途中さ を月五が口五九、る末害浜
。ても中学れ 受末十加の十人子と現共町
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彰

①
消
防
庁
長
官
表

彰
(
永
年
勤
続
功
労

章
)
l久
保
一
光
(
沖

浦
)@

日
本
消
防
協
会

一
1
一
長
表
彰
(
精
績
章
)

一引一

1
津
田
忠
士
(
今
坊
)

一
i
一
①
日
本
消
防
協
会

長
表
彰
(
永
年
勤
続
功
労
章

)
l坂
田

平
六
(
白
滝
)

①
愛
媛
県
知
事
表
彰

l
塚
木
弘
基

(
出
海
)
二
宮
治
源
(
豊
茂
)
高
橋
亮

(
長
浜
)

①
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
(
功
績

章

)
l久
保
一
光
(
沖
浦
)

甲
山
美
保
持
品
A

V
胃
炎
V

甲山
V

胃
炎
袋
持
失
後
米

昭
和
五
十
三
年
健
康
状
態
は
ウ
ン
と
好
転
す
る
こ
料

の

五

月

中

を

例

に

、

と

に

な

る

わ

け

で

す

。

中

小

町
内
の
国
民
健
康
こ
れ
ら
循
環
器
系
の
病
気
の
予
林

保
険
加
入
者
の
受
防
は
何
よ
り
も
若
い
と
き
か
ら
気
味

診
件
数
(
入
院
を
を
つ
け
た
生
活
を
す
る
こ
と
が
第
お

除
く
)
を
見
て
み
一
で
、
年
を
と
っ
て
か
ら
発
見
さ
い
い

る
と
、
最
も
多
い
れ
た
も
の
は
、
治
療
期
間
が
長
く
*

*

病

気

は

消

化

ら

う

か

か

り

ま

す

o

料

中

小

器

系

で

二

三

%

、

次

い

で

呼

予

防

と

し

て

は

①

食

べ

*

林

吸

器

系

で

一

九

%

と

な

っ

て

か

よ

過

ぎ

な

い

よ

う

腹

八

分

を

料

咋

い

ま

す

。

き

け

守

る

②

食

塩

を

と

り

過

ぎ

体

制

こ

れ

を

年

齢

別

に

見

て

み

と

つ

な

い

③

適

度

の

運

動

を

続

恥

料

る

と

、

年

を

と

る

に

つ

れ

て

い

を

け

て

体

の

諸

機

能

の

衰

え

材

体
高
血
圧
や
心
臓
病
な
ど
、
循
ザ
右
一
台
丸
を
防
ぐ
④
ス
ト
レ
ス
の
解
体

和

環

器

系

の

病

気

が

多

く

な

っ

消

を

は

か

る

⑤

タ

バ

コ

は

お

持
て
い
る
の
が
目
立
ち
、
六
十
歳
以
止
め
、
酒
は
ひ
か
え
目
の
量
に
と
味

米
上
の
人
に
と
っ
て
は
最
も
多
い
病
ど
め
る
ー
な
ど
を
実
行
す
る
と
効
米

料
気
と
な
り
、
七
十
歳
を
過
ぎ
る
と
果
、
が
あ
り
ま
す
。
(
町
保
健
婦
・
料

中

病

気

全

体

の

四

割

を

占

め

て

い

ま

豊

田

)

木

和

す

。

で

す

か

ら

私

た

ち

の

町

で

は

恥

持

高

血

圧

と

心

臓

病

が

減

少

す

れ

ば

中

山村
v
六
%
美
栄
央
公
v
胃
炎
栄
夫
後
v
六
%
v
胃
炎
長
特
長
特
英
美
栄
持
V

胃
炎
v
胃
炎
v
w
v
T
氏

表
彰
中
小
卒
業

久
福留保
で 宮 分
は望日1
村吉 Ea
本岩工文

さ麗ほ

与錯か
1~ ~ 180 
人ん人

次
の
方
々
は
、
消
防
活
動
に
功
労
、

功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
三

月
十
八
日
に
長
浜
中
学
校
で
行
わ
れ
た

昭
和
五
十
四
年
消
防
団
出
初
め
式
の
席

上
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

団

員

表

①
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
(
勤
続

章

)
l尾
上
稔
(
長
浜
)
播
磨
明
、
金

井
輝
丸
、
山
本
詮
季
(
以
上
青
島
)
渡

壁
次
保
(
沖
浦
)
矢
野
元
喜
通
、
橋
岡

強
志
(
以
上
今
坊
)
加
納
利
継
、
本
田

政
好
(
以
上
須
沢
)
鎌
田
彦
市
、
坪
田

伊
佐
男
(
以
上
出
海
)
藤
岡
義
範
(
下

須
戒
)
山
尾
初
重
(
豊
茂
)
竹
内
信
義
、

久
保
実
男
(
以
上
戒
川
)
渡
辺
正
勝
、

上
満
武
友
、
窪
利
則
、
木
村
嘉
男
、
岩

井
熊
男
(
川
上
柴
)

@
大
洲
・
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表

彰
i
永
田
稔
(
長
浜
)
梶
本
ヒ
デ
ノ
、

播
磨
美
知
子
、
石
井
良
子
、
市
川
千
代

子
、
伊
藤
マ
ツ
子
、
立
脇
芳
、
岡
豊
、

紙
本
チ
ズ
コ
、
播
磨
キ
ヨ
ノ
、
古
中
澄

子
、
金
井
カ
ヨ
コ
、
山
本
チ
カ
代
、
村

木
ハ
ギ
ノ
、
後
藤
フ
サ
エ
、
宮
井
清
香
、

福
地
ミ
ツ
コ
(
以
上
青
島
)
鎌
田
治
幸

(
沖
浦
)
坂
本
高
義
、
仲
尾
博
幸
、
矢

間
勝
、
矢
野
上
唯
男
(
以
上
A
7
坊
)
西

岡
敏
博
、
高
屋
君
広
(
以
上
須
沢
)
渡

辺
博
央
、
中
川
亀
倍
郎
(
以
上
下
須
戒
)

菊
地
鶴
喜
、
松
田
崇
幹
、
増
田
公
介
、

渡
辺
恭
一
(
以
上
豊
茂
)
亀
岡
重
勝
、

佐
野
順
一
、
鎌
田
充
、
成
田
篤
泰
、
叶

岡
慶
志
、
田
中
宏
幸
、
滝
内
仁
、
上
満

治
雄
、
菊
地
一
(
以
上
白
滝
)
須
内
数

広
、
城
戸
常
夫
、
丸
田
芳
雄
(
以
上
戒

川
)
宮
内
文
也
、
中
島
勇
、
鎌
田
岩
見
、

岡
花
貢
(
以
上
柴
)

①
長
浜
町
長
表
彰

1
伊
達
正
利
、
高

沢
宗
一
、
和
田
将
男
(
以
上
長
浜
)
細

川
辰
栄
、
矢
野
常
義
、
岡
田
好
光
(
以

上
黒
田
)
寓
代
昇
、
西
山
茂
、
上
野
豊
、

奥
田
勇
(
以
上
沖
浦
)
流
込
茂
、
峯
脇

政
雄
(
以
上
櫛
生
)
山
口
正
隆
、
井
上

誠
、
植
村
賢
治
、
松
本
嘉
久
(
以
上
出

海
)
一
宮
文
男
(
下
須
戒
)
川
元
久
、

谷
浦
勇
(
以
上
上
老
松
)
亀
岡
技
之
(
豊

茂
)
山
本
久
雄
(
戒
川
)
三
秋
雅
義

(
柴
)①

団
長
表
彰
(
精
勤
章

)
l東
龍
雄

ほ
か
八
十
五
人

般

① 
愛
媛
県
消
防
協
.o‘ 
"z< 

内助の功賞の表彰をされた 長

立脇芳さん(右)と鎌田文香さん 霊
浜香鎌の分宇・(立彰の(

(田妻団之立青脇)功内
鎌長文)長助脇島芳 11 表助

田
博
郷
副
分
団
長
の
妻
)

①
長
浜
町
長
表
彰
(
一
般
協
力
者
表

彰

)
1山
口
一
美
、
政
所
マ
サ
コ
(
以

上
黒
田
)
井
上
勝
喜
、
井
上
秀
子
、
浜

上
敏
郎
、
村
本
章
(
以
上
沖
浦
}
西
内

誠
、
西
内
美
恵
子
、
波
多
野
コ
チ
ヨ
、

末
広
美
智
子
、
櫛
生
分
団
後
援
会
(
以

上
櫛
生
)
田
丸
庄
入
、
村
本
淳
子
(
以

上
出
海

)
l以
上
の
方
々
は
火
災
を
発

見
す
る
や
自
ら
進
ん
で
消
火
に
努
め
初

期
消
火
さ
れ
ま
し
た
。

坂
井
、
宮
本
さ
ん

の
投
句
が
「
特
選
」

俳
句
ポ
ス
ト

中
央
公
民
館
が
昨
年
、
町
内
五
か
所

に
設
置
し
た
「
俳
句
ポ
ス
ト
」
。
こ
の

ポ
ス
ト
に
十
月
と
十
一
月
に
投
句
さ
れ

た
作
品
二
百
二
十
五
匂
の
初
選
句
が
こ

の
ほ
ど
行
わ
れ
、
特
選
句
と
入
選
句
が

後
記
の
通
り
選
ば
れ
ま
し
た
。

選
句
は
現
在
、
全
国
俳
誌
協
会
常
任

理
事
で
あ
る
東
京
の
新
如
峯
さ
ん
七
十

八
歳
(
長
浜
の
山
際
出
身
)
が
担
当
。

[
特
選
句
}

長
浜
町
(
柴
)
坂
井
良
恵

染
め
替
え
て
母
の
形
見
の
お
祭
着

長
浜
町
(
高
校
生
)
宮
本
恵
子

手
を
上
げ
た
蟹
の
親
子
に
横
切
ら
れ

内

子

町

弦

田

香

陽

紅
葉
晴
れ
滝
の
奈
落
に
人
の
声

{
入
選
句
}

長
浜
町
(
白
滝
)
清
水
禎
子

一
霧
の
海
縫
っ
て
ひ
び
き
し
終
列
車

長
浜
町
(
紫
)
小
西
か
め
子

秋
の
川
朱
塗
の
橋
の
う
つ
り
け
り

長
浜
町
(
柴
)
坂
井
喜
久
子

祭
笛
祖
母
は
手
を
か
す
晴
着
の
子

長
浜
町
(
長
浜
)
熊
野
爽
洋

朝
の
月
流
る
る
霧
に
浮
か
び
居
り

伊

予

郡

重

松

三

省

滝
し
ぶ
き
し
ぶ
き
の
中
か
ら
秋
の
蝶

山

形

県

菊

地

柳

翠

大
橋
に
波
た
ゆ
と
う
て
秋
光
る

北
条
市
清
水
な
ぎ
さ

秋
晴
や
大
洲
平
野
に
霧
流
れ

同

桑

原

ミ

ツ

子

寮
銭
の
音
の
し
め
り
や
霧
の
寺

今

治

市

藤

本

あ

き

秋
雨
や
紅
葉
を
っ
た
う
雨
し
ず
く

北

条

市

原

田

忠

則

る
り
姫
の
哀
歌
を
秘
め
し
紅
葉
だ
に

松

山

市

油

充

典

夕
暮
に
紅
葉
舞
い
散
る
水
面
か
な

内

子

町

黒

住

弘

子

予
後
の
身
の
息
切
れ
少
し
紅
葉
狩
り
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(
一
一
七
)

(
一
一
一
)

(
二
八
)

(
二
五
)

り
の
成
績
を
わ
さ
め
、
菊
地
敏
行
喜
多

郡
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
長
ら
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

{
舞
踊
}
ど
や
節
(
白
滝
青
年
団
)

l
最
優
秀
賞
。
み
か
ん
音
頭
(
同

)
1

二
月
二
十
五
日
に
内
子
町
中
央
公
民
優
秀
賞
{
意
見
発
表
}
細
川
静
江
さ
ん

館
で
開
か
れ
た
第
二
十
一
回
喜
多
郡
連
(
長
浜
青
年
団
)
H
H

最
優
秀
賞
で
秋
の

合
青
年
団
文
化
祭
に
参
加
し
た
長
浜
町
県
大
会
ヘ
{
紅
白
歌
合
戦
}
後
藤
美
佐

代
表
青
年
団
員
の
演
劇
な
ど
は
次
の
通
子
(
白
滝
青
年
団

)
1熱
演
賞
。

線
路
で
の
妨
害
事
故
は
、
と
も
あ
り
ま
す
。
線
路
付
近
で
遊
ん
で

五
歳
か
ら
十
歳
ま
で
の
小
い
る
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
、
愛
の
一

さ
い
子
ど
も
が
ほ
と
ん
ど
。
声
を
か
け
、
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

こ
の
年
ご
ろ
は
イ
タ
ズ
ラ

好
き
な
う
え
、
汽
車
や
自

動
車
な
ど
動
く
も
の
に
興

味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
線

路
に
置
い
た
石
や
木
が
列

車
の
脱
線
転
ぷ
く
と
い
う

重
大
事
故
を
起
こ
し
た
こ

¥

黒

田

/
内
子
町

¥

漬

沢

/
内
子
町

¥

長

浜

/
大
洲
市

久

保

睦

若
松
喜
多
子

棲

本

住

雄

神

岡

礼

子

松

岡

昭

夫

大

西

陽

子

8-

寄

付

細
川
さ
ん
の
意
見

発
表
が
県
大
会
ヘ

編

集

後

言己

O
白
滝
の
東
豊
さ
ん
(
八
一
二
・
ス
リ

y
パ
三
十
足
を
白
滝
公
民
館
ヘ
。

お
気
付
き
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

本
号
か
ら
紙
面
の
文
字
を
少
々
大
き
い

-
圃
も
の
に
改
め
て
み
る
こ
と
に
し

&
r
H
 

し
ま
し
た
。
と
申
し
ま
す
の
も
先
一

峠
日
、
編
集
担
当
者
が
県
の
広
報

伺
研
究
会
に
出
席
し
た
際
、
講
師

さ
の
方
か
ら
「
小
さ
く
て
読
み
づ

乞
ら
い
の
で
は
」
と
指
摘
さ
れ

i

「

、

野
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
か
ら
、

町
内
の
何
人
か
の
方
に
う
か
が

っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
同
じ
よ
う

な
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
た
め
、
試
み

と
し
て
こ
の
大
き
さ
の
文
字
に
し
て
み

た
も
の
で
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
、

ご
意
見
を
わ
聞
か
せ
頂
け
れ
ば
幸
せ
で

す。
こ
の
と
こ
ろ
声
の
箱
へ
の
投
書
が
な

く
「
今
月
の
声
」
は
本
号
も
お
や
す
み
。

次
号
は
新
年
度
予
算
の
紹
介
な
ど
。

郡
青
年
団
文
化
祭

今
月
の
ト
y
プ
は

高
津
宗
一
多
美
子
さ
ん
の
カ
y
プ
ル

教〉iz

お
誕
生
お
め
で
と
う
N

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

石

川

和

明

長

女

美

鈴

奥

田

広

光

長

女

知

恵

直

野

雅

明

長

女

仁

美

坂

東

敏

幸

長

女

愛

宮

部

俊

徳

三

男

康

彦

谷

岡

秀

男

長

男

正

秀

小

西

由

典

長

男

隆

浜坊 J甫浦浦 j甫浦所

長今沖沖沖沖沖 f主

これからと要注意ミ

子どもの線賂遊び

住

所

ヘ

長

浜

/
八
幡
浜
市

¥

白

滝

/
肱
川
町

婚
姻
届
時
年
齢

氏

名

高

津

宗

一

泉

多

美

子

門

田

富

雄

瀧

野

幸

恵

松
山
地
方
法
務
局
大
洲

支
局
は
三
月
十
九
日
か
ら

左
図
場
所
へ
移
転
し
ま
し

た。
移
転
場
所
H
H
大
洲
市
田

口
甲
二

O
二
二
番
地
一
八

法務局大洲
支局が移転

一一一川一
一一一ヨ一

小

林

藤

吉

渡

透

忠

佐

谷

淵

幸

子

山

本

タ

マ

中
伊
兼
土
口

泉

ユ

キ

ヱ

沖
井
サ
ヲ
リ

(
九
六
)

(
六
六
)

(
七
四
)

(
五
六
)

(
七
こ

(
八
一
二
)

(六

O
)

長白長白沖 下
柴須

j兵 j竜浜滝浦 戒

お
く
や
み

NLi一一一

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

坊
松
下
亀
三
郎
(
六
七
)

浜
越
智
キ
サ
ヱ
(
七
一
二
)

島

川

井

壌

三

郎

(

八

O
)

浜
新
田
オ
シ
ヲ
(
六
回
)

長青長今 f主

。

大
洲
中
央
病
院

3月 1日現在 前月との比較|

13，264人 2人減
人口 (男 6.3位人) i人減)

女 6，922人

世帯数 3，906世帯 1世帯増

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう
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三呈

日本列島は温帯に属し南北に長 著

く四季のはっきりした住みよい国 三
である。四季の恩恵にf貫れきった 三

国民だけに暖冬異変に面くらい、 主
亨

打撃の大きい職種もかなり出たよ 雪

うである。農産物の過剰、暖房器 事

具などの売れ行きの低下、漁場の 主

変化など各界悲喜こもごもA4月 Z 
は花見月であるが、桜前線も急速 言

に一早まり、 I中j甫の幸安も 4月17日に 雪

は散ってしまうのではなかろうか。-

i可はともあれ、 4月は』旬ふくらも、 主

月である。幼、保、小、中、高、 主

大学へわがチは入学し、新しく社 霊

会ヘ巣立つ喜ひ、もある。新しい息 Z 
吹が家庭や町を包むとき、人の心 Z 
はなごやかさとゆとりを感じるA 主

沖浦のお観音様も京都で名匠の手 号

によって修復の洗礼を受けられ、 害

装いも新たにして 6か月ぶりに瑞 言

龍寺へ帰られ、衆生の加護に専念 ー
なさるとか。町内でも潅仏会(か 言

ん)、旧のひな祭り、春祭りなど 三
郷土古来の行事は多彩で、ある。ふ 守

るさと長浜を見直す絶好の機会で 主

もあり、家族や地域ぐるみの話し る
合いと連帯のきずなを深めたいも 警

の傘今日の国内情勢や国際情勢に E 
も関心をよせてほしい。青少年の Z 
非行の問題、物価と消費生活の問 主
題、エネルギー資源と節約の問題、三

国際協調の問題など私たちの生活警

に無関係で、はない。春の陽気に浮言

かれることもほどほどにして明日 よ

への活力を養い、豊かでイ主みよい 雲

町づくりに貢献したいものである。

輔?

illiII題担置E


